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V(t) = Ip(t + lminute) -p(t)l， (1) 
ここで、 P(t)は時刻tにおけるレートである。このVolatilityには24時間の周期があるため、








である。 Fig.3の実線は、 l'= 10分間のレート変動Ip(t+け-p(t)1がCL=0.5円/ドルから
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Fig.3 10分間のレート変動Ip(t+ 1 Omin.) -p(t)1が 0.5円/ドルから1.5円/ドルの場合につ
いて、このレート変動前後の(拭で定義される平均Vola山 y(V寧(dt))を示す実線は時間方
向の正しい円ドルレートを解析した結果，破線は時間方向を反転した円ドルレートを解析し
た結果を表す.[7]
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